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上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
在
宅
さ
れ
て
い
る
重
度
心
身

障
害
者
（
児
）
は
福
祉
タ
ク
シ
ー

乗
車
券
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
１
人
に
対
し
年
一
冊

（
12
枚
つ
づ
り
）
を
交
付
し
ま
す

の
で
必
要
な
方
は
、
上
富
田
町

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
交
付
申

請
書
に
記
入
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
の
写
し
を
添
え
て
福
祉

課
福
祉
班
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者

 

・
上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
在
宅
の
者
（
施
設
入
所

者
は
除
く
）

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
２
級

ま
た
は
、
療
育
手
帳
Ａ
１
か
Ａ

２
に
該
当
す
る
者
。

助
成
内
容

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
、  

基
本
料
金
相
当
額
を
助
成

利
用
方
法

タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
と
身
体
障

害
者
手
帳
等
本
人
確
認
書
類

を
提
示
す
る
。

申
請
に
必
要
な
物

 

・
交
付
申
請
書

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
写
し

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
～
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
～

先
般
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社

の
活
動
資
金
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に

よ
り
、
１
１
９
万
１
，
２
０
０

円
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。（
令
和
４
年
２
月
末
現
在
）

ご
報
告
か
た
が
た
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
活
動
資
金
に
支
え
ら
れ
、
日

本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
、
国

内
で
の
災
害
救
援
・
救
護
活
動
、

血
液
事
業
、
医
療
活
動
、
社
会

福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
選
挙
期
日(

投
票
日)

　
令
和
４
年
４
月
24
日
（
日
）

〇
時
間

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
上
富
田
町
役
場
で
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期

間
は
次
の
と
お
り
４
日
間
と
な

り
ま
す
。
入
場
券
の
郵
送
に
日

数
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
入
場
券
が
無
く
て
も
、
選
挙

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
日
投
票
に
行
け
な
い
見
込

み
の
方
は
期
日
前
投
票
を
お
願

い
し
ま
す
。

〇
期
間

　
令
和
４
年
４
月
20
日
（
水
）
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
23
日
（
土
）
ま
で

○
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

令
和
3
年
度
日
本
赤
十
字

活
動
資
金
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
次
の

各
手
当
の
支
給
額
が
改
定
さ
れ

ま
す
。

　
令
和
３
年
の
物
価
変
動
率
を

踏
ま
え
、
0.2
％
の
引
き
下
げ
と

な
り
ま
す
。
各
手
当
の
支
給
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ

り
支
給
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

問 

福
祉
課
（
④
番
、
⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

各
手
当
額
改
定
の
お
知
ら
せ

上
富
田
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
投
票
日
に
つ
い
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

児童扶養手当 令和4年3月まで 令和4年4月から

第１子支給額
全部　43,160円
一部　43,150円～10,180円

全部　43,070円
一部　43,060円～10,160円

第２子加算額
全部　10,190円
一部　10,180円～　5,100円

全部　10,170円
一部　10,160円～　5,090円

第３子以降
加算額

全部　　6,110円
一部　　6,100円～　3,060円

全部　　6,100円
一部　　6,090円～　3,050円

令和4年3月まで 令和4年4月から

特別児童扶養手当
1級　52,500円
2級　34,970円

1級　52,400円
2級　34,900円

特別障害者手当 　　　　27,350円 　　　　27,300円

障害児福祉手当 　　　　14,880円 　　　　14,850円
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令
和
４
年
度
の
固
定
資
産
税

に
お
け
る
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
納
税
者
が
所

有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
価

格
を
他
の
土
地
・
家
屋
と
比
較

し
て
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
納
税
者

の
縦
覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
が
所
有
す
る

資
産
の
評
価
内
容
の
確
認
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
縦
覧
お
よ
び
閲

覧
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

　
簿
の
縦
覧

〇
期
間

　
４
月
１
日
～
５
月
31
日

　
＊
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く

〇
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
15
分

〇
場
所

　
役
場
　
税
務
課

〇
縦
覧
内
容

　

『
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
価
格
（
評
価
額
）

　『
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、　

　
構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
次
、

　
価
格
（
評
価
額
）

〇
縦
覧
で
き
る
方

　
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
に
対
し
て
は

土
地
縦
覧
帳
簿
を
、
家
屋
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納

税
者
に
対
し
て
は
家
屋
縦
覧
帳

簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

〇
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
年
間
を
通
し
て

　
＊
土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年

　
末
年
始
は
除
く

〇
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
15
分

〇
場
所

　
役
場
　
税
務
課

＊
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
方
を
確
認

す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
等
で

本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

＊
代
理
人
の
方
は
、
必
ず
委
任

状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
代
理
人
の
本
人
確
認
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
所
有
す
る
家
屋
を
令
和
３
年

12
月
末
ま
で
に
取
り
壊
し
た
方

は
、
税
務
課
で
家
屋
滅
失
の
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
な
い
と
、
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
法
務
局
で
滅
失
登
記
の
手
続
き

を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
へ
の

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
上
富
田
町
で
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
の
、

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
生
活
手

段
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
に

つ
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と

に
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
通
知
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
納
期
限
ま
で

に
ご
来
庁
い
た
だ
き
、
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
の
要
件
等
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
課
税
班

☎
３
４
‐
２
３
７
１

◆
税
目
　
　

　
軽
自
動
車
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
５
月
２
日
（
月
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

家
屋
滅
失
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
！

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税

縦
覧
・
閲
覧
制
度
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一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

方
の
窓
口
負
担
割
合
が
変
わ

り
ま
す

●
令
和
４
年
10
月
1
日
か
ら
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

現
役
並
み
所
得
者
（
窓
口
負
担

割
合
３
割
）
を
除
き
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
な

り
ま
す
。

●
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
と
な

る
方
に
は
、
負
担
を
抑
え
る
配

慮
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
10
月
1
日
か
ら
令

和
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
は
、
２
割
負
担
と
な
る
方
に

つ
い
て
、
１
か
月
の
外
来
医
療

の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
に
伴

う
負
担
増
加
額
を

3,000
円
ま
で
に

抑
え
ま
す
（
入
院
の
医
療
費
は

対
象
外
で
す
）。

●
配
慮
措
置
の
適
用
で
払
い
戻

し
と
な
る
方
は
、
高
額
療
養
費

と
し
て
、
事
前
に
登
録
さ
れ
て

い
る
高
額
療
養
費
の
口
座
へ
後

日
払
い
戻
し
ま
す
。

　
２
割
負
担
と
な
る
方
で
高
額

療
養
費
の
口
座
が
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
令
和
４
年
９
月

頃
に
広
域
連
合
か
ら
口
座
登
録

の
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申

請
書
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、

申
請
書
の
記
載
の
内
容
に
沿
っ

て
口
座
の
登
録
を
し
て
く
だ
い
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
市
町
村
や
広
域
連
合
が
、
電

話
や
訪
問
で
口
座
情
報
登
録
を

お
願
い
す
る
こ
と
や
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、
通
帳
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
警
察

相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）、

ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

（
１
８
８
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
８
‐
６
６
８
８

※ 窓口負担割合は世帯単位で判定します。

※ 世帯内に住民税課税所得が２８万円以上の被保険者がいない

　  場合、１０月以降も１割負担となります。

今回の制度改正の見直しの背景等に関するご質問等は、

厚生労働省コールセンター（０１２０－００２－７１９）

にお問い合わせください。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

◇
受
験
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊

法
第
38
条
に
該
当
し
な
い
方
で

左
記
の
と
お
り

１ 

幹
部
候
補
生

①
一
般
（
大
卒
）

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
、
22

歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
令
和
５

年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

②
一
般
（
院
卒
）

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込

含
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
者

③
歯
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

④
薬
剤
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

（
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

２ 

一
般
曹
候
補
生

採
用
予
定
月
に
お
い
て
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32
歳
の

者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、
33
歳
に
達
し
な
い
者
）

※
採
用
予
定
月
は
、
受
付
時
に

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
お
よ
び
試
験
日

１ 

幹
部
候
補
生

【
第
１
回
】

〇
受
付
期
間

 

・
令
和
４
年
３
月
１
日
（
火
）  

　
か
ら
４
月
14
日
（
木
）

〇
試
験
日

筆
記
試
験

 

・
令
和
４
年
４
月
23
日
（
土
）

筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

　（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

 

・
令
和
４
年
４
月
24
日
（
日
）

【
第
２
回
】

〇
受
付
期
間

 

・
令
和
４
年
３
月
１
日
（
火
）

　 

か
ら
６
月
16
日
（
木
）

〇
試
験
日

筆
記
試
験

 

・
令
和
４
年
６
月
25
日
（
土
）

２ 

一
般
曹
候
補
生

〇
受
付
期
間

 

・
令
和
４
年
３
月
１
日
（
火
）

　 

か
ら
５
月
10
日
（
火
）

〇
試
験
日

 

・
令
和
４
年
５
月
20
日
（
金
）

　
か
ら
５
月
22
日
（
日
）
の

　
指
定
す
る
１
日

◇
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
動
画

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　  

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

令
和
４
年
度
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
お
よ
び
一
般
曹
候

補
生
募
集
案
内

区分
令和４年
９月まで

令和４年
１０月から

現役並み所得者 3割 3割

世帯に被保険者

１人の場合

年金収入＋その他の合計
所得金額」が　２００万

円以上
１割 2割

世帯に被保険者

２人以上の場合

「年金収入＋その他の
合計所得金額」が　
３２０万円以上

上記以外の方 1割 1割
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町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
通

行
人
等
へ
の
被
害
の
軽
減
や
、

避
難
路
の
寸
断
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
に
対
す
る
費
用
に
つ
い

て
、
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】　
　
　
　

　
上
富
田
町
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
所
有
す
る
個
人
・
法

人
・
町
内
会
等

【
補
助
対
象
事
業
】

　
避
難
路
に
面
し
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
倒
壊
ま
た
は
転
倒

の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
撤
去
す
る
も
の

【
補
助
金
の
額
】

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
に
要
す

る
費
用
（
実
費
）
と
撤
去
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
㎡
に
つ
き
８
，

０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と

比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
の
３
分
の
２
位
内
。
上
限

１
０
０
，
０
０
０
円

【
申
請
期
限
】

　
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

 

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
の
お
知
ら
せ

　
上
富
田
町
で
は
、
地
震
に
対

す
る
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
を

図
り
、
地
震
に
強
い
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
「
住
宅
耐
震
診

断
お
よ
び
改
修
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

耐
震
診
断
に
つ
い
て

　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
、
平
屋
ま
た
は
2
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が
４
０
０

㎡
以
下
の
木
造
住
宅
を
対
象
と

し
ま
す
。
住
宅
耐
震
診
断
士
が

耐
震
度
を
診
断
し
、
総
合
評
点

に
よ
り
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
費
用
の
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
先
着
50
件
）

耐
震
改
修
に
つ
い
て

□
対
象
建
物

　
上
富
田
町
木
造
住
宅
耐
震
診

断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
基
準

以
下
の
住
宅
に
つ
い
て
補
助
し

ま
す
。

□
耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
改
修

工
事

　
最
大
１
１
６
万
６
千
円
を
補

助
し
ま
す
。

（
先
着
25
件
）

◆
そ
の
他

※
令
和
４
年
度
耐
震
診
断
の
受

付
は
令
和
５
年
１
月
31
日

（
火
）
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

※
募
集
件
数
は
、
申
し
込
み
状

況
に
よ
り
増
減
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
些
細
な
事

で
も
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

総
務
課 

庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

 

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
？

　
も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世

界
を
！
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30

年
５
月
に
上
富
田
町
で
開
校
し

ま
し
た
。
一
期
半
年
で
こ
の
３

月
に
第
７
期
が
修
了
し
ま
す
。

　
毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
に
、

講
師
先
生
の
90
分
の
授
業
が
、

２
コ
マ
あ
り
、
起
業
や
町
づ
く

り
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
や
最
先
端

技
術
、
農
業
や
食
な
ど
多
才
な

講
師
陣
の
授
業
を
聴
い
て
、
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
更
に
授
業
を
受
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
、

生
徒
さ
ん
同
志
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
先
生
か
ら
刺
激
を
受
け
吸

収
し
た
こ
と
、
生
徒
さ
ん
と
作
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
こ
の
上
富
田

を
中
心
に
広
げ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
第
８
期
（
４
月

～
９
月
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
は
旺
文
社
会
長
や
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

教
授
、
起
業
や
教
育
、
農
業
や

動
画
…
多
様
な
先
生
方
に
来
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
授
業
日
程
は
、
４
月
９
日
、
５

月
14
日
、
６
月
11
日
、
７
月
９
日
、

８
月
20
日
、
９
月
10
日
の
全
６

回
、
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

90
分
の
授
業
が
２
コ
マ
。

　
開
校
当
初
は
リ
ア
ル
授
業
の

み
で
し
た
が
、
１
年
半
前
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
受
講

も
併
用
し
て
い
る
の
で
、
遠
方

の
方
や
在
宅
ワ
ー
カ
ー
、
子
育

て
世
代
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
授
業
料

　
60
歳
未
満
は
１
万
円

　
60
歳
以
上
は
２
万
円

　
学
生
は
無
料
（
但
し
積
極
的

　
に
運
営
の
お
手
伝
い
を
す
る
）

■
受
講
資
格

15
歳
以
上
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
あ
る
こ
と
（
基
本
連
絡

が
メ
ー
ル
に
な
り
ま
す
）

■
企
業
枠

２
期
１
口
　
２
万
円

（
年
間
全
12
回
）
１
回
の
授
業

に
１
名
の
受
講
※
受
講
者
は

毎
回
変
更
Ｏ
Ｋ

■
申
込
方
法
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
【
紀
州

く
ち
く
ま
の
】
で
検
索

https://w
w

w
.nechu-kuchikum

ano.com

問 

一
般
社
団
法
人
紀
州
く
ち
く
ま
の

未
来
創
造
機
構

（
場
所

：

上
富
田
産
業
・
文
化
交
流
館
）

☎
０
７
３
９
‐
３
４
‐
３
１
１
５

紀
州
く
ち
く
ま
の
熱
中
小
学
校　

第
８
期　

入
学
受
付

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用

の
補
助
金
に
つ
い
て
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4
月
は
環
境
が
大
き
く
変
化

し
た
り
と
、「
や
る
気
が
出
な
い
」

「
な
ん
と
な
く
だ
る
い
」「
疲
れ

気
味
」
な
ど
感
じ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
ら
の
症
状
は
、
朝
晩
の
寒
暖

差
や
新
し
い
環
境
の
変
化
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
じ
る
、
自

律
神
経
の
乱
れ
が
原
因
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◆
自
律
神
経
と
は

　
自
律
神
経
と
は
、
２
つ
の
神

経
（
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
）

が
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、

体
の
働
き
を
調
整
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

●
交
感
神
経

　
主
に
日
中
、
活
動
し
て
い
る

と
き
や
緊
張
し
て
い
る
と
き
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
き

に
働
き
ま
す
。
心
身
を
活
発
に

す
る
神
経
で
す
。

●
副
交
感
神
経

　
主
に
眠
っ
て
い
る
と
き
や
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
に

働
き
ま
す
。
心
身
を
休
め
、
回

復
さ
せ
る
、
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
担
う
神
経
で
す
。

◆
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
た
め
の
予
防
と
対
策

◎
規
則
正
し
い
食
事

　
1
日
3
食
、
時
間
を
決
め
て

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
食
事

を
抜
い
た
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
偏
っ
た
食
事
を
す
る
と
、
自

律
神
経
が
乱
れ
て
し
ま
う
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し

い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

◎
適
度
な
運
動

　
夕
方
ま
で
に
軽
い
運
動
を
す

る
と
、
自
律
神
経
の
働
き
を
高

め
、
質
の
い
い
睡
眠
に
つ
な
が

り
ま
す
。
手
軽
に
始
め
ら
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
毎
日
少

し
ず
つ
体
を
動
か
す
よ
う
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　 

◎
質
の
い
い
睡
眠

　
就
寝
前
の
食
事
や
、
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
、

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
使
用

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
入
浴
は
ぬ

る
め
の
お
湯
で
就
寝
の
１
～
２

時
間
前
に
入
る
と
、
深
部
体
温

が
上
が
り
、
寝
つ
き
を
良
く
し

ま
す
。

　集団健(検)診の申込みは、２月１７日(木)で締め切りましたが、定員に達していない日程につき

ましては、随時受付させていただいています。下記日程は、まだ空きがありますので、申込みが可

能です。受診を希望される方は、保健センターまでご連絡ください。なお、定員に達し次第、受付

を終了いたしますのでご了承ください。

２０２２年度集団健(検)診について～まだ少し空きがあります～

◎肺がん検診(レントゲンバス)の日程も空きがあります！

★申込み方法：保健センターに電話【47-5300】

★申込み締め切り：4月13日(水)

 

 

 

  

  
 

×
△
○

×
△
／

○
○
○

○
○
○

×
△
○

△
○
／

△
○
／

  

  

○

○

春
は
自
律
神
経
の

乱
れ
に
ご
注
意
を
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
で
の

短
期
集
中
型

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
や
、
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
筋
力
・

体
力
低
下
が
み
ら
れ
る
な
ど
、

介
護
予
防
の
取
組
み
が
必
要
な

方
を
対
象
に
、
６
カ
月
間
集
中

し
て
行
う
介
護
予
防
教
室
を
週

に
１
回
、
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
サ

ロ
ン
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問

し
、
利
用
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

 

・
開
催
場
所

上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン

（
送
迎
あ
り
）

 

・
開
催
日

毎
週
月
曜
　
午
前
又
は
午
後

（
定
員
各
５
名
）

 

・
利
用
料
　
　
無
料

 

・
対
象
者

上
富
田
町
在
住
で

＊
要
支
援
１
・
２
の
方

　
　
　
も
し
く
は

＊
65
歳
以
上
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク

　
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

○
日
時
　
４
月
７
日
（
木
）

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
　

○
場
所
　
彦
五
郎
公
園
（
雨
天

時
は
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

○
内
容
　
お
花
見
会

※
準
備
の
都
合
に
よ
り
、
参
加

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
状
況
次
第
で
中
止

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
今
ま
で
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て

は
ま
る
方
は
、
令
和
４
年
度
の

対
象
者
と
な
り
ま
す
。
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関

に
予
約
を
し
、
体
調
の
良
い
と

き
に
接
種
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
対
象
者

①
令
和
４
年
度
に
次
の
年
齢
を

　
迎
え
ら
れ
る
方

②
60
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で

あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
、
も

し
く
は
呼
吸
器
機
能
障
が
い

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
が

い
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
を
有
す
る
方

○
接
種
間
隔

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
両

方
の
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、

接
種
間
隔
を
2
週
間
以
上
あ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
自
己
負
担
金

　
３
，
０
０
０
円

○
実
施
期
間

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

通
所
型
介
護
予
防

教
室

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

４か月健診
5 月11日( 水 )

上富田町 
保健センター

令和 4 年 1月生まれの方

10 か月健診 令和 3 年 6 月生まれの方

育児相談 (2 か月 ) 
5 月12 日( 木 )

令和 4 年 3 月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和 3 年 4 月生まれの方

　令和4年4月16日～5月15日 ※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
３
回
目
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
３
回
目
）

2
週
間
以
上
あ
け
る

⇦

2
週
間
以
上
あ
け
る

⇦

年齢 生年月日 年齢 生年月日

65歳
昭和32年4月2日～
昭和33年4月1日 85歳

昭和12年4月2日～
昭和13年4月1日

70歳
昭和27年4月2日～
昭和28年4月1日 90歳

昭和7年4月2日～
昭和8年4月1日

75歳
昭和22年4月2日～
昭和23年4月1日 95歳

昭和2年4月2日～
昭和3年4月1日

80歳
昭和17年4月2日～
昭和18年4月1日 100歳

大正11年4月2日～
大正12年4月1日
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Ⅰ
学
校
教
育
指
導
の
重
点
目
標

　
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
教
育
課
程
の
基
準
と
、
生
涯
学

習
に
基
づ
く
上
富
田
町
の
教
育
目
標

を
踏
ま
え
て
、
一
人
ひ
と
り
が
意
欲

的
に
学
び
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
身
に
つ
け
、
変
化
の
激
し
い

社
会
で
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
人

間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
め

ざ
し
、
次
の
重
点
目
標
を
設
定
す
る
。

＊
重
点
目
標

①
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育
活

動
を
展
開
す
る
中
で
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
及
び
技
能
を
確

実
に
習
得
さ
せ
、
児
童
生
徒
の

個
性
の
伸
長
及
び
自
己
実
現
と

存
在
感
を
育
て
る
。

②
学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
自
ら

主
体
的
に
問
題
を
解
決
す
る
力

を
育
て
る
。

＊
指
導
視
点
の
明
確
化

　
教
え
る
内
容
の
精
選
、
学
習
者
の
体

験
的
な
学
び
、
能
動
的
な
学
び
等
。

③
生
命･

人
権
を
尊
重
す
る
心
や
他
を
思

い
や
る
心
・
感
動
す
る
心
を
育
て
る
と

と
も
に
、
自
然
を
大
切
に
し
、
環
境
の

保
全
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
。

④
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
培
い
、

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
の
自
覚
を
育
て
、
世
界
の
平
和

と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
。

⑤
個
人
の
価
値
と
能
力
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
職
業
及
び
生
活
と
の
関
連
を
重

視
し
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
を
養
う
。

⑥
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健

康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
、
生

涯
を
通
じ
て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る

生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
。

＊
め
ざ
す
子
ど
も
像

　
・
す
す
ん
で
考
え
る
子

　
・
心
豊
か
に
活
動
す
る
子

　
・
体
を
き
た
え
る
元
気
な
子

　
・
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
子

　
・
視
野
を
広
く
も
つ
子

＊
め
ざ
す
教
職
員
像

①
授
業
力
の
向
上
を
め
ざ
す
教
職
員

②
児
童
生
徒
と
共
に
歩
む
教
職
員

③
き
め
細
や
か
で
対
応
の
温
か
い
教
職
員

④
人
権
意
識
・
感
性
豊
か
な
教
職
員

⑤
開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
す
教
職
員

Ⅱ
学
校
教
育
充
実
に
あ
た
っ
て
の

努
力
目
標
（
項
目
の
み
抜
粋
）

（
１
）
学
校
長
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
ち
学
校
経
営
方
針
を
ス
ク
ー

ル
プ
ラ
ン
に
示
し
、
教
職
員
と
共
有

し
学
校
運
営
協
議
会
の
承
認
を
得

て
、
児
童
生
徒
に
授
け
る
資
質
・
能

力
の
育
成
に
努
め
る
。

①
調
和
と
統
一
の
あ
る
学
校
経
営「
校

長
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
学
校
経
営
」

②
創
意
、
特
色
の
あ
る
学
校
運
営

「
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る
「
生

き
る
力
」
の
育
成

③
研
修
の
充
実
　｢

現
職
教
育
の

充
実
・
深
化｣

④
家
庭
と
地
域
社
会
等
と
の
連
携「
家

庭
・
地
域
の
教
育
力
と
の
協
働
」

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
設
置
と
運
用

　
運
営
協
議
会
委
員
は
、「
学
校
運
営
基
本
方

針
の
承
認
。
学
校
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
る
。」
な
ど
を
行
い
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
に
当
事
者
と
し
て
参
画
す
る
。

⑵
教
育
内
容
の
充
実
（
指
導
内
容

の
精
査
と
時
間
管
理
で
深
い
学

習
・
授
業
に
）

　
　
和
歌
山
県
「
学
校
教
育
指
導

の
方
針
と
重
点
」
を
参
酌
し
、

特
に
、授
業
づ
く
り
３
原
則
「
本

時
の
目
標
提
示
、
課
題
追
究
の

明
確
化
（
書
く
活
動
の
設
定
）、

ま
と
め
（
振
り
返
り
設
定
）」

を
周
知
し
「
わ
か
る
・
学
習
の

お
も
し
ろ
さ
が
実
感
で
き
る
授

業
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
。

①
教
科
等
指
導
の
充
実
「
自
ら
学

ぶ
意
欲
と
考
え
る
力
を
育
て
る
」

②
道
徳
教
育
の
充
実「
自
ら
を
律
し
、

他
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
」

③
保
健
体
育
・
安
全
指
導
「
健
や
か

で
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る
」

⑶
教
育
機
能
の
推
進

①
人
権
教
育
の
推
進
「
す
べ
て
の
子
に

健
全
な
発
達
と
人
権
感
覚
を
養
う
」

②
生
徒
指
導
の
充
実
強
化
「
教
職

員
は
よ
く
聞
き
、
公
平
で
温
か

さ
と
厳
し
さ
を
基
に
」

③
特
別
支
援
教
育
・
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
の
教
育
の
充
実
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
」

④
進
路
指
導
の
推
進
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

「
望
ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
の
育
成
」

⑤
情
報
活
用
能
力
の
育
成
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
充
実
と
進
展
」

⑷
当
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

①
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内

容
の
達
成
・
充
実
に
努
め
る
。

・
学
習
指
導
要
領
の
研
修
と
実
践

化
に
努
め
る
。

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
へ
向
け
て
取
組
を
進
め
る
。

②
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育

の
内
容
充
実
に
努
め
る

・
英
語
活
動
を
小
学
校
３
・
４
年
に

35
時
間
、
英
語
科
を
５
・
６
年

に
70
時
間
行
う
。

・
大
学
生
と
の
交
流
に
よ
り
外
国

語
に
親
し
む
と
と
も
に
視
野
を

広
げ
る
機
会
を
設
定
す
る
。

③
不
登
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
校

内
対
策
委
員
会
や
教
育
相
談(

ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
不
登
校
支
援
員

等)

の
指
導
体
制
を
整
え
、
町
適
応

指
導
教
室
・
教
育
相
談
機
関
等
と
連

携
し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

④
授
業
時
数
の
確
保
に
留
意
し
、
年
間
教
育

計
画
や
学
校
行
事
の
見
直
し
に
努
め
る
。

⑤
自
他
の
生
命
を
大
切
に
し
た
交

通
安
全
指
導
の
推
進
に
努
め
る
。

⑥
学
校
規
模
に
応
じ
た
小
学
校
教

科
担
任
制
の
実
施
に
向
け
て
取

組
を
進
め
る
。

⑦
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
２
名
の

配
置
に
よ
り
、
中
学
校
で
の
英
語
教

育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小

学
校
に
お
い
て
も
同
助
手
に
よ
る

授
業
・
国
際
理
解
教
育
を
進
め
る
。

⑧
国
際
理
解
教
育
推
進
の
た
め
、
中
学
生
・

教
員
の
海
外
研
修
及
び
外
国
人
受
け
入

れ
に
よ
る
国
際
交
流
に
努
め
る
。（
上

富
田
町
国
際
交
流
協
会
と
の
連
携
）

⑨
地
域
等
と
の
交
流
「
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
」
の
充
実
。（
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
）

・
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
・

充
実
。（
地
域
人
材
の
活
用
、

共
育
ミ
ニ
集
会
の
充
実
等
）

・
地
域
学
習
、
地
域
教
材
の
活
用
。

(

ふ
る
さ
と
学
習)

・
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
、

体
験
交
流
学
習
、
奉
仕
活
動
、
福
祉
活
動
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極

的
な
参
加
。

・「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

よ
る
学
校
教
育
の
活
性

⑩
主
権
者
教
育
や
消
費
者
教
育
に
つ
い
て

発
達
段
階
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
る
。

⑪
「
児
童
表
彰
に
関
す
る
条
例
」

の
的
確
な
推
進
に
努
め
る
。

⑫
「
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
等
地
域
支

援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
推
進
事

業
の
取
組
を
進
め
る
。

⑬
教
職
員
の
危
機
管
理
能
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
定
期

的
に
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
等

を
実
施
す
る
。（
第
三
日
曜
日「
家

庭
の
日
」
を
防
災
の
日
と
す
る
）

⑭
児
童
生
徒
の
学
校
外
に
お
け
る

安
全
確
保
の
た
め
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
保
護
者
・
地
域
と
連

携
し
た
取
組
を
進
め
る
。

⑮
家
庭
学
習
の
定
着
、
習
慣
化
に

向
け
た
取
組
を
保
護
者
と
連
携

し
て
進
め
る
。

⑯
学
校
間
連
携
の
推
進
を
図
り
、

９
年
間
を
見
通
し
た
系
統
性
を

共
有
し
連
携
に
努
め
る
。

⑰
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
の
っ
と
り
、
充
実
し
た
読
書

活
動
に
取
り
組
む
。

令
和
４
年
度 

研
究
等
指
定
学
校

 

・
町
指
定
研
究
学
校

　
岩
田
小
学
校
（
令
和
４
年
度
）

　
上
富
田
中
学
校
（
令
和
４
～
５
年
度
）

 

・
上
富
田
町
地
域
学
校
保
健
委

員
会
当
番
校

　
岡
小
学
校

 

・
上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校

　
全
６
校
　
　

令
和
４
年
度

 
学
校
教
育
指
導
方
針
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籠
も
り
ゐ
て
昭
和
史
を
読
む
春
炬
燵

豆
撒
や
想
ひ
出
た
ど
る
老
姉
妹

日
の
秘
色
捉
へ
ふ
く
る
る
し
や
ぼ
ん
玉

田
浦
　
陽
子

宮
本
　
　
操

松
本
武
千
代

　

学
校
で
た
こ
あ
げ
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
し
ま
し
た
。

　

一
か
い
目
は
、
ち
ょ
う
ど
い

い
ぐ
ら
い
の
か
ぜ
だ
っ
た
け

ど
、
二
か
い
目
に
し
た
と
き
、

か
ぜ
が
つ
よ
か
っ
た
で
す
。
糸

が
ち
ぎ
れ
そ
う
で
こ
わ
か
っ
た

で
す
。

　

と
も
だ
ち
の
た
こ
が
、
た
か

く
あ
が
り
ま
し
た
。
と
も
だ
ち

と
た
こ
あ
げ
を
し
て
、
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
と
も
だ
ち
の
た

こ
の
糸
と
か
ら
ま
り
そ
う
に

な
っ
て
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
ま
た
た
こ
あ
げ
が
し

た
い
で
す
。

た
だ
一
羽
水
浴
び
し
て
る
山
鳥
に
道
ふ
さ
が
れ
し
木こ

も漏
れ
日
の
下

山
口
さ
と
江

孫
が
行
く
親
元
は
な
れ
都
会
へ
と
学
び
の
夢
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て

稗
田
　
満
代

「
母は

は猫
と
慕
う
仕
草
」
か
残
し
て
息
子
の
も
と
へ
と

                              

去
り
し
後
知
る
『
ね
こ
の
き
も
ち
』
で

稲
田
　
和
代

　
卒
業
と
い
う
人
生
の
節
目
を

迎
え
て
、
将
来
の
目
標
に
向
か

い
精
い
っ
ぱ
い
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
卒
業
生
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
○
生
馬
小
学
校
　
　
26
名

　
○
朝
来
小
学
校
　
　
77
名

　
○
岩
田
小
学
校
　
　
12
名

　
○
岡
小
学
校
　
　
　
18
名

　
○
市
ノ
瀬
小
学
校
　
20
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
153
名

　
○
上
富
田
中
学
校
　
144
名

　
健
康
や
安
全
に
気
を
つ
け

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
入
学
生
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
３
月
現
在
）

　
○
生
馬
小
学
校
　
　
17
名

　
○
朝
来
小
学
校
　
　
91
名

　
○
岩
田
小
学
校
　
　
17
名

　
○
岡
小
学
校
　
　
　
13
名

　
○
市
ノ
瀬
小
学
校
　
27
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
165
名

　
○
上
富
田
中
学
校
　
139
名

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
学
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

図書館よりお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

塞翁の楯　　　　　　

ヒトの壁　　　　　　

黒牢城　　　　　　　

奇跡　　　　　　　　

母の待つ里　　      

同志少女よ、敵を撃て

六人の嘘つきな大学生

ブラックボックス　　

正欲　　　　　　　　

老いの福袋

今村　翔吾　

養老　孟司　

米澤 穂信　

林　真理子　

浅田　次郎　

逢坂　冬馬 

朝倉　秋成　

砂川　文次　

朝井　リョウ

樋口　恵子　

集英社

新潮社

KADOKAWA

講談社

新潮社

早川書房

KADOKAWA

講談社

新潮社

中央公論新社

（
投
稿
歓
迎
）

『
た
こ
あ
げ
』

　
　

い
わ
田
小
学
校　

1
年　

く
り
田　

の
の
花

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇
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詳細については、各公民館担当にお問い合わせください。

あなたも参加しませんか！？

教育委員会 ☎ ４７-５９３０問

令和4年度サークル生大募集！！
内容

生け花

茶　道

俳　句

絵　画

俳　画

水彩画

絵手紙

パッチワーク

囲　碁

韓国語

歌謡クラブ

卓　球

ジャズダンス

フラメンコ

社交ダンス

体幹トレーニング

ヨガ

太極拳

健康体操

楽器演奏クラブ

コーラス

オーケストラ

キックボクササイズ

キックボクシング

山歩き

実施場所

芦山分館

朝来公民館

岩田公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

岩田公民館

大谷分館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

朝来公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

大谷分館

朝来公民館

和歌山県内

開催日

毎月第３水曜日

毎月第２土曜日

毎月第１火曜日

毎月第１土曜日

毎月第３日曜日

毎月第２土曜日

毎月第１・第３月曜日

第３水曜日

毎月第２・第４火曜日

毎月第２木曜日

毎月第３土曜日

毎週土曜日

毎週水曜日

毎月第１・第３・第４土曜日

毎週土曜日

毎週火曜日

毎週金曜日

毎週日曜日

毎週水曜日

毎週木曜日

毎週火曜日

毎月第４火曜日

毎週火・木曜日

毎週水・木曜日

毎週月曜日

毎月第２・第４水曜日

毎週日曜日

毎週月・木曜日

毎週月曜日

奇数月第２日曜

時間

夜間

午後

夜間

午後

午後

午後

午後

午前

午後

夜間

午後

午後

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

午前

午前

午前

夜間

午前

午前

夜間

夜間

終日

　
令
和
４
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
故
　

団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復

中
の
事
故
等

◆
補
償
内
容
　

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、

後
遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償

責
任
保
険
等

◆
対
象
団
体
　

５
名
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
社
会
教
育
関
係
団
体

◆
保
険
期
間
　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

◆
掛
金
　
　
　

１
人
年
額
８
０
０
円
～
（
団

体
の
活
動
内
容
・
年
齢
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
申
込
用
紙
の
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会
事
務
局

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

令
和
４
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
に
つ
い
て
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公民館からのお知らせ

市ノ瀬公民館

朝来公民館

岩田公民館

文化財めぐり ～湯浅伝建地区と広川の防災遺産～
（角長醤油・甚風呂・稲村の火の館・広村堤防等）

問•申 市ノ瀬公民館(土・日除く平日)☎ 48-0366

問•申 朝来公民館　☎ 47-0545

問•申 岩田公民館(土・日除く平日)☎47-2020

5月15日(日)
午前8時～午後4時 (予定)
1,500円(昼食代含む。当日集金)
13名(先着順)
市ノ瀬・下鮎川在住の方
　　　　　4月18日(月)～22日(金)

町内の方  4月25日(月)～2８日(木)
下記へ電話でお申し込みください。
新型コロナウイルス感染症の影
響により、延期または中止にな
る場合がありますので、予めご
了承ください。

日 時

参 加 費
定 員
申込期間
　　　　
　　　　

そ の 他

◆

◆
◆
◆

◆

初回開催日5月11日（水）　午後7時～午後8時30分　以降、毎月第２・第４水曜日（予定）
朝来公民館
無料
15名（先着順）
4月1日（金）から朝来公民館へ電話でお申し込みください。
木・日曜日を除く午前9時～午後4時

日 時
場 所
参 加 費
定 員
申込開始日
申込方法等

◆
◆
◆
◆
◆

参加者募集　　文化財めぐり 

○手話教室

５月１４日（土）午前8時30分～午後4時頃
岩田公民館
①紀州鉄道乗車体験
 （全長2.7km日本一短いローカル私鉄）

②語り部さんによる案内で１時間半程度散策（本願
寺日高別院・八幡神社・旧中川邸・御坊寺内町会館）
③興国寺・道成寺（自由散策）
1,500円（昼食代含む・当日集金）
11名（先着順）

日 時
集 合
行 き 先

参 加 費
定 員

◆
◆
◆

◆
◆
◆申込期間・方法
　岩田・岡在住の方　4月20日（水）～5月9日（月）
　町内の方　　　　　4月27日（水）～5月9日（月）
　下記へ電話でお申し込みください。
◆その他　食事場所は貸し切りです。

新型コロナウイルス感染症の影響により、延期または中
止になる場合がありますので、予めご了承ください。

　
平
素
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
封
筒
募
金

は
、
８
３
万
１
千
４
０
０
円
（
３
月
１
日
現
在
）
と
、
た
く
さ
ん
の
善
意
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
予
定
し
て
い
ま
し
た
活
動
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
や
家
庭
で
の
読
書
学
習
を
推
進
す

る
た
め
、
各
小
学
校
及
び
中
学
校
や
各
保
育
所
な
ど
へ
図
書
を
寄
贈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
切
な
お
金
は
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
こ
こ
に
ご
報
告
を
兼
ね
て
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
の
寄
付
金
は
次
の
よ
う
な
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
主
な
活
動
と
し
て

①
健
や
か
な
青
少
年
を
育
て
る
た
め
の

　
・
各
種
体
験
、
子
ど
も
議
会

　
・
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン

　
・
各
校
区
協
議
会
活
動

②
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

　
・
春
、
夏
、
冬
の
子
ど
も
を
守
る
運
動
の
推
進

　
・
き
し
ゅ
う
君
の
家

③
非
行
防
止
の
た
め
の

　
・
広
報
車
に
よ
る
巡
回
活
動
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
今
後
も
地
域
・
家
庭
・
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
全
育
成
や
環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
少
年
育
成
町
民
会
議

封
筒
募
金（
青
少
年
健
全
育
成
募
金
）活
動
の
報
告
と
御
礼
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上富田の文化財　　

「二宮金次郎（尊徳）像」の話

23

　朝来小学校玄関に向かって右手に二宮金次郎（尊

徳）の石像が建っているのをご存じでしょうか。

　二宮金次郎は、江戸時代後半に農民の子として生ま

れ、子どもの頃から苦労しながら勉学に励み、後に多

くの人々を救う仕事をしました。国定教科書（注）にも

多く取り上げられ一生懸命努力する人の代名詞のよう

になりました。昭和の初め頃から多くの小学校の校庭

に二宮金次郎の銅像が建てられたということです。

　現在この像が建っているのは、町内では朝来小学

校だけです。初めて

朝来小学校に「二宮

金次郎像」が建てら

れたのは、昭和11年

で旧校舎の中庭でし

た。しかし、昭和17年

太平洋戦争の金属回

収令により供出し、そ

の後昭和19年にコン

クリート製の代わり

の金次郎像を建設。

昭和49年に丹田台に小学校が移転した際に新校舎に

移転と書かれています。『朝来風土記昭和編』

　昭和50年に百周年記念式典が開催され「二宮少年

像の除幕式」が行われています。その像の写真を見ま

すと、どうも金次郎の足元の様子が旧校舎の金次郎

像の写真と違うので、移転されたものの、まもなく百

　資料館１階「米作

りコーナー」に展示

している民具から、

牛にかかわる器具

を紹介します。

　耕運機が普及する

までは、田畑を耕す

のに牛の力を借りて

いました。多くの農

家では、居宅のそば

に牛小屋を建て大事

に育てていました。

　写真は『牛の鼻

木』です。鼻輪という方が分かりやすいかも知れませ

ん。大きな牛を、この鼻木によって制御しました。牛の

周年記念式典に合わせて再建されたものと考えられ

ます。台座の裏には「…同五十年三月校舎移転と百周

年記念として有志により初期の志をつぎ再建す」と書

かれています。

　その後、平成18年に校舎が新築されたのを機に現在

の場所に再び移転されましたが、台座は新しくなった

ものの金次郎像はそのまま移転されました。台座には

め込まれている「二宮尊徳先生幼児之像」の文字は、

昭和11年に建てられた時の子
ししゃく

爵斎藤 實
まこと

氏によって書

かれたものがそのまま使われているとのことです。

　斎藤實氏については、郷土史家の杉中浩一郎さん

が『紀南雑考』の中で「海軍出身の元首相で、銅像の

建てられる三ヵ月程前の二・二六事件で不幸な最期を

とげた人であるから、事件の起る前に頼んで書いても

らっていたのであろう。」と書いています。

　「二宮金次郎像」は、たいてい薪を背負って歩く姿

で本を読んでいますが、時代の変化に伴い「歩きなが

ら本を読むのは危ない」とか「歩きスマホを助長する」

というような批判があるようです。そういうこともあ

り、座っている金次郎像や本を読んでいない金次郎像

などもあるそうです。

　また、児童の教育方針にそぐわない、子どもが働く

姿を勧めることができないなどの理由で、校舎の建て

替えなどを機に二宮金次郎像は姿を消していっている

とのことです。

　何かと難しい時代になってきていますが、金次郎は

どう思っているのか考えると愉快になってきます。

（注）：国定教科書は、編集・発行などの権限を国家が占

有していたもので、明治36年～昭和20年に使われ

ていました。

鼻に穴を開け、鼻木の細く丸くなった部分を鼻に通し

ます。古くは木などで作っていましたが、その後プラス

チックになっています。

　日本で耕運機が大きく普及し始めたのは1960年代

のようで、町内でも50年ほど前までは牛による田起こ

しも見かけることができたようです。

問 上富田町教育委員会事務局 ☎４７-５９３０

【お詫びと訂正 】

　3月号11ページ、出羽里石の句で

「一山の落下をもって弔はん」は誤りで、

正しくは

「一山の落花をもって弔はん」でした。

お詫びし訂正いたします。

 朝来小学校の二宮金次郎像

『上富田町郷土資料館』の紹介 ⑫
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今
回
は
一
般
の
部
の
入
選
句
で
す
。

【
一
般
の
部
入
選
】

松
本
武
千
代
先
生
　
選
　

七
変
化
日
矢
七
色
に
染
め
も
し
て

    
田 
辺 

市
　
杉
原
　
荘
司

母
の
日
や
一
瞬
母
の
目
に
涙  

田 

辺 

市
　
杉
原
　
荘
司

子
の
名
呼
び
母
た
か
　
　
と
門
火
焚
く 

上
富
田
町
　
出
羽
　
鶴
枝

も
う
そ
こ
に
母
は
い
な
く
て
夏
座
敷 

　

上
富
田
町
　
宮
内
　
信
子

引
き
連
る
る
吾
の
濃
き
影
や
秋
の
蝶 

田 

辺 

市
　
初
山
　
紀
子

夏
の
空
白
き
棟
木
の
吊
り
上
が
り     

白 

浜 

町
　
石
垣
　
実
男

三
本
の
脚
が
宙
蹴
り
茄
子
の
馬     

上
富
田
町
　
岡
本
美
恵
子

隣
家
と
の
垣
根
な
き
庭
虫
往
き
来     

       

上
富
田
町
　
岡
本
美
恵
子

遠
足
の
後
尾
が
た
え
ず
走
り
お
り   

　

有
田
川
町
　
虹
　
　   

舟

爆
ぜ
や
う
か
風
に
ひ
と
声
丹
波
栗

     

田 

辺 

市
　
尾
崎
　
　
均

岡地区在住の松場映子さんによる、ちりめん細工

の作品をロビーに展示しています。

ひな祭りや端午の節句など、春を感じとれる作品

となっています。

期間　～４月２８日（木）まで（平日）

　　　午前８時３０分～午後５時１５分まで

場所　上富田文化会館　１階ロビー

＊5月6日より、笠松恵美子さんのあじさい絵画展を

　　予定しています。

人形の衣装やお重のお料理など、色鮮やかな細工が

見どころとなっています。

令
和
三
年
度 

上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

城
戸
杉
生
先
生
　
選
　

初
採
り
の
曲
が
り
し
胡
瓜
絵
手
紙
に

     

田 

辺 

市
　
前
田
紀
代
子

玄
関
の
靴
を
数
へ
て
西
瓜
切
る
　
　
　
　
　
　

串 

本 

町
　
和
田
　
竹
司

終
戦
忌
海
へ
海
へ
と
雲
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
宮
内
　
信
子

駆
け
っ
こ
に
拍
手
喝
采
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
　
　

有
田
川
町
　
虹
　
　
　
舟

磨
崖
仏
朝
座
夕
座
に
梅
雨
滂
沱
　
　
　
　
　
　

田 

辺 

市
　
杉
原
　
荘
司

乳
呑
み
児
で
あ
り
し
八
月
十
五
日
　
　
　
　
　

上
富
田
町
　
安
室
　
瑳
枝

一
本
の
斜
め
に
伸
び
し
紫
菀
か
な
　
　
　
　
　

上
富
田
町
　
宮
本
　
　
操

大
鳥
居
刈
田
の
匂
ひ
立
ち
上
り
　
　
　
　
　
　

上
富
田
町
　
山
本
　
陽
子

風
鈴
の
雨
を
知
ら
せ
る
音
色
か
な
　
　
　
　
　

上
富
田
町
　
下
平
百
美
子

風
が
来
て
風
の
こ
ぼ
せ
し
萩
の
花
　
　
　
　

　
白 

浜 

町
　
湊
　
　
容
子

松場映子作品展
～ちりめん細工～
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上
富
田
町
で
は
、
町
道
・
町

有
地
な
ど
の
草
刈
作
業
等
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
作
業
員
を

募
集
し
ま
す
。

①
募
集
人
員
　
１
名

②
委
託
内
容

　
町
道
・
町
有
地
の
草
刈
、
清
掃
、

樹
木
の
撤
去
、
側
溝
の
土
砂
除

け
な
ど
の
美
化
作
業

③
委
託
期
間

　
委
託
契
約
の
日
か
ら

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
業
務
日
に
つ
い
て
は
、
平
日

　
の
み
と
な
り
ま
す
。

④
業
務
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
ま
で

⑤
委
託
料

　
日
額
１
３
，
２
０
０
円

※
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

⑥
応
募
資
格

　
健
康
で
草
刈
作
業
等
が
行
え

る
方
、
エ
ン
ジ
ン
式
草
刈
機
が

使
用
で
き
る
方

　
普
通
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

⑦
申
込
受
付
期
間

　
４
月
１
日
よ
り
随
時
受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
土
日
祝
は
除
き
ま
す
。）

※
必
要
書
類
　
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
の
こ
と
）
１
通
・
運

転
免
許
証
の
写
し

⑧
選
考
方
法

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　
面
接
日
時
は
別
途
連
絡
い
た

し
ま
す
。

問 

建
設
課
　
管
理
班

　
　
　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

　
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
、
原
則
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
飼

養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
飼
養
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察
で

き
な
い
高
齢
者
な
ど
は
捕
獲
が
許

可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
捕
獲
許
可
に
つ
い
て
】

 

西
牟
婁
振
興
局
　
衛
生
環
境
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
４

【
飼
養
登
録
に
つ
い
て
】

 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

　
　
　
　
　
　（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

問 

和
歌
山
県 

環
境
生
活
部

自
然
環
境
室

☎ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
９

　
近
年
、
全
国
的
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の

生
息
区
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
本
貝
は
、
他
の
タ
ニ
シ
類
と
比

較
し
て
、
ら
せ
ん
上
部
の
長
さ
が

短
く
、
か
く
け
い
と
か
く
こ
う
が

ほ
ぼ
同
じ
で
、
長
い
触
覚
と
ピ
ン

ク
色
の
ら
ん
か
い
が
特
徴
で
す
。

　
春
夏
期
で
は
、
深
水
と
な
っ

た
部
分
で
被
害
が
生
じ
や
す

く
、
移
植
苗
の
食
害
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
田
植
え
前
後
に
、

薬
剤
散
布
や
浅
水
管
理
な
ど
の

防
除
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
に
春
夏

期
、
秋
冬
期
の
詳
細
な
対
策
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
貝
に
は
人
体
に
有

害
な
寄
生
虫
（
広
東
住
血
線
虫
）

が
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ

ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
ト
ン
グ

な
ど
を
使
用
し
、
素
手
で
は
扱

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
農
業
水
産
振
興
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
１

振
興
課 

農
林
水
産
班
（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

【
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
】

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/syouan/

sy
o
k
u
b
o
/g

a
ic

y
u
/siry

o
u
2
/

su
k
u
m

i/su
k
u
m

i.h
tm

l

　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
２
０
２
２
年
前

期
の
学
部
開
放
授
業
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
授
業
は
基
本
的
に
対

面
で
実
施
し
ま
す
が
、
状
況
次

第
で
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ま
た
は
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
程
　

　
４
月
～
８
月
の
土
曜
日
に
順

次
開
講
。

◆
授
業
科
目
・
定
員

〇
学
部
開
放
授
業

　（
各
科
目
定
員
15
～
30
人
・
先
着
）

　「
経
営
人
類
学
」、「
コ
ロ
ナ
後

の
世
界
と
私
た
ち
の
生
活
」、「
癒

し
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」、「
地

域
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
Ｃ
」

の
４
科
目

◆
申
込
締
切
日

〇
学
部
開
放
授
業

　
４
月
21
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
２
３
‐
３
９
７
７

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

前
期
受
講
生
募
集

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

原
則
禁
止
で
す

草
刈
り
等
作
業
員 

募
集

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
に
つ
い
て
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お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
2
月
分
）

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
４
月
12
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
４
月
19
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 
２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
火
災
出
動

　
出
火
件
数
は
７
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
３
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
火
災
の
種
別
は
、
建
物
火
災

が
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
６

件
で
し
た
。

◆
救
急
出
動

　
出
動
件
数
は
、
白
浜
町
川
添

地
区
へ
の
応
援
出
動
24
件
を
含

め
て
６
４
７
件
で
、
前
年
と
比

較
す
る
と
５
件
減
少
し
ま
し

た
。

　
救
急
の
種
別
で
は
、
急
病
が

４
１
８
件
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
一
般
負
傷
が
１
０
７
件
、

交
通
事
故
が
58
件
で
し
た
。

　
救
急
出
動
の
う
ち
、
救
急
搬

送
に
至
っ
た
傷
病
者
は
５
９
５

人
で
す
。
そ
の
う
ち
軽
症
が

３
５
５
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
中
等
症
が
１
９
７
人
、
重
症

が
50
人
、
死
亡
が
13
人
で
し
た
。

◆
救
助
出
動

　
出
動
件
数
は
19
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
11
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
救
助
の
種
別
は
、
交
通
が
12

件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
建
物

で
の
事
故
が
３
件
で
し
た
。

◆
警
戒
出
動

　
警
戒
出
動
と
は
、
交
通
事
故

等
に
よ
る
危
険
物
の
漏
洩
に
対
す

る
応
急
措
置
や
火
災
予
防
上
警
戒

が
必
要
な
燃
焼
現
象
の
確
認
の
ほ

か
、
救
急
隊
の
支
援
活
動
等
、
火

災
、
救
急
、
救
助
に
は
該
当
し
な

い
出
動
を
い
い
ま
す
。

　
出
動
件
数
は
92
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
12
件
減
少
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
野
焼
き
等
の
焼

却
行
為
に
関
す
る
警
戒
出
動
は

13
件
で
し
た
。

　
燃
え
広
が
り
、
火
災
と
な
っ
た

事
例
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

朝

来

朝

来

市
ノ
瀬

市
ノ
瀬

朝

来

岩

田

岩

崎

市
ノ
瀬

朝

来

朝

来

岩

田

市
ノ
瀬

福
田 

和
子

中
岡
ち
ず
子

榎
本
ま
さ
子

榎
本
　
　
堅

野
口
　
　
誠

久
保
ス
ミ
ヱ

中
本
亥
三
朗

堀
　
さ
か
ゑ

楠
本
イ
ヱ
子

萬
歳
　
正
信

中
山
　
唯
志

玉
井
　
　
智

86
歳

69
歳

94
歳

69
歳

85
歳

85
歳

86
歳

89
歳

96
歳

69
歳

64
歳

85
歳

（
誉
大
・
知
子
）　

（
靖
・
妙
子
）　
　

（
貴
文
・
彩
乃
）　

（
み
よ
）　
　
　

（
恵
宗
・
愛
）　
　

（
吉
宏
・
瀬
里
那
）

岩

田

南
紀
の
台

朝

来

南
紀
の
台

朝

来

市
ノ
瀬

赤あ
か
ま
つ松

　
慶け
い
や哉

阿あ
べ部

　
英ひ
で
あ
き明

こ
む
ぎ　

　
結ゆ
い
と斗

長は
せ
が
わ

谷
川
悠ゆ
う
ま真

前ま
え
だ田

　
　
椿
つ
ば
き

野の
さ
き崎

　
真ま
し
ろ白

南
木
　
　
俊

坂
元
　
里
帆
朝
　

来

朝
　

来

｛

前月比
総 数 15,660 人 -20

男 性 7,497 人 -7

女 性 8,163 人 -13

世帯数 7,350 世帯 ±0

上富田町の人口と世帯数
令和4年 2月末現在

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！

●
火
災
・
救
急
・
救
助
は
、

　「
１
１
９
」
番
へ

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
の

判
断
に
迷
っ
た
と
き
は････

　「
♯
７
１
１
９
」
番
へ

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　「
２
２
‐
０
１
１
９
」
番
へ

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

上
富
田
消
防
分
署
に
お
け
る

令
和
３
年
中
の
出
動
状
況
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顔写真撮影サービスと申請時来庁方式

マイナンバーカードの交付・申請の夜間受付
　平日の昼間に役場にお越しいただけない人は、次のとおり夜間受付を
行いますのでご利用ください。

◆日時　4月7日、14日、21日、28日  毎週木曜日 午後７時まで

◆場所　役場住民課①番窓口

◆業務内容　マイナンバーカードに関すること（カードの受取、申請など）

　　　　　　必要書類については、事前にお問い合わせください。

問住民課 住民・環境班(①番窓口)  ☎47-0550

・申請書（お持ちでない方は窓口で発行いたします。）
・本人確認書類（顔写真付き１点または顔写真無し２点、通知カードを紛失された方は顔写真付
　き１点＋顔写真無し１点が必要です。)
・通知カード（回収します。紛失の場合はお申し出ください。）
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ。）
※15歳未満の方、成年被後見人の方は必ず法定代理人が同行してください。
　申請に必要なものに加え、次のものが必要です。
・法定代理人の本人確認書類
・代理権が確認できるもの（戸籍謄本等、同一世帯の親は不要）

　マイナンバーカードの申請を希望される方に対して、申請に必要な顔写真を撮影するサービス
を行っています。希望される方は役場①番窓口へお越しください。

　マイナンバーカードの受取時に窓口に来庁する「交付時来庁方式」に加え、申請時にのみ来庁
する「申請時来庁方式」を始めました。

◆顔写真撮影サービス

◆申請時来庁方式による申請受付

①マイナンバーカードの申請時にご本人が来庁し、本人確認と暗証番号を設定
②後日、マイナンバーカードは本人限定受取郵便でご自宅に郵送

◆申請時来庁方式での申請から交付までの流れ

◆マイナンバーカードの申請に必要なもの

※住民票の異動に関する業務や住民票・戸籍等各種証明書の発行等は行っておりません。


